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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段と、
　画像の拡大を指示するための拡大ボタンと、
　前記撮像手段により撮影した画像に基づいて、ライブ画像を表示手段に表示するように
制御する表示制御手段であって、前記拡大ボタンへの操作に応じて、表示倍率を変更して
前記ライブ画像を表示させるように制御する表示制御手段と、
　多重撮影モードにおいて、少なくとも１つの撮影済み画像と前記ライブ画像とを多重合
成することにより多重合成ライブ画像を生成する生成手段と、
　多重撮影モードにおいて、撮影指示に応じて、当該撮影指示に応じて撮影した撮影画像
と前記少なくとも１つの撮影済み画像とを合成した多重合成画像を記録媒体に記録する記
録手段と、を有し、
　前記表示制御手段は、前記多重撮影モードにおいて、前記生成手段により生成された多
重合成ライブ画像が前記表示手段に表示されているときに前記拡大ボタンが操作されたこ
とに応じて、前記多重合成ライブ画像の代わりに、前記撮影済み画像を多重合成していな
いライブ画像を表示するように制御することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　さらに、表示切り替え操作部を有し、
　前記表示制御手段は、前記表示切り替え操作部への操作に応じて、前記ライブ画像と共
に表示させる情報の種類を変更するように制御し、
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　前記多重撮影モードにおいては、前記表示切り替え操作部への操作に応じて、前記多重
合成ライブ画像と前記ライブ画像の表示の切り替えが可能であることを特徴とする請求項
１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記多重撮影モードにおいて、前記拡大ボタンへの操作に応じて表示倍率が変更される
ことにより、一部の領域が拡大されたライブ画像が表示されている場合に、前記表示切り
替え操作部への操作に応じて、前記一部の領域が拡大される表示倍率を保ったまま、前記
生成手段により生成された多重合成ライブ画像の表示に変更可能であることを特徴とする
請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記拡大ボタンへの操作に応じて、予め定められた複数の表示倍
率を所定の順で変更して、前記ライブ画像を表示させるように制御することを特徴とする
請求項１ないし３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記撮影指示を受け付ける受付手段を有し、
　前記記録手段は、前記多重撮影モードにおいて、前記ライブ画像を表示しているときに
前記撮影指示を受け付けた場合であっても、前記多重合成画像を記録することを特徴とす
る請求項１ないし４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　コンピュータを、請求項１ないし５のいずれか１項に記載の撮像装置の各手段として機
能させるためのプログラム。
【請求項７】
　コンピュータを、請求項１ないし５のいずれか１項に記載の撮像装置の各手段として機
能させるためのプログラムを記憶した、コンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置に関し、特に複数の撮影画像を多重合成可能な撮像装置に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のデジタル画像信号を加算処理することにより、多重露出撮影を行う技術が
ある。特許文献１には、多重撮影モードにおいて、撮影済み画像とスルー画像とを多重し
た画像を表示し、被写体が合成される位置を確認したうえで多重露光撮影をできるように
することが開示されている。
【０００３】
　一方、特許文献２には、撮影待機状態でのライブビュー表示中にシャッターボタンが半
押しされると、フォーカスエリア中心周辺の領域を撮像した画像を、より高解像度で拡大
表示エリア中に表示して細部を確認できるようにすることが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－１２５２６６号公報
【特許文献２】特開２００３－１７９７９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のように、多重撮影モードにおいて、撮影済み画像とスルー画像を多重した
画像を表示すれば、被写体が多重合成される位置を確認して構図調整を行うには好適であ
る。しかしながら、特許文献２のようにライブビュー中に一部の範囲を拡大してフォーカ
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ス（ピント）の具合を確認する場合には、多重した表示ではスルー画像がはっきり視認で
きず、フォーカスの具合が確認し難いといった課題が生じる。
【０００６】
　そこで本願発明は、多重露出撮影において、構図調整に好適な多重ライブビュー表示を
行っていても、拡大操作された場合にスルー画像を視認できる撮像装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明の撮像装置は、
　撮像手段と、画像の拡大を指示するための拡大ボタンと、撮像手段により撮影した画像
に基づいて、ライブ画像を表示手段に表示するように制御する表示制御手段であって、拡
大ボタンへの操作に応じて、表示倍率を変更してライブ画像を表示させるように制御する
表示制御手段と、多重撮影モードにおいて、少なくとも１つの撮影済み画像とライブ画像
とを多重合成することにより多重合成ライブ画像を生成する生成手段と、多重撮影モード
において、撮影指示に応じて、当該撮影指示に応じて撮影した撮影画像と少なくとも１つ
の撮影済み画像とを合成した多重合成画像を記録媒体に記録する記録手段と、を有し、表
示制御手段は、多重撮影モードにおいて、生成手段により生成された多重合成ライブ画像
が表示手段に表示されているときに拡大ボタンが操作されたことに応じて、多重合成ライ
ブ画像の代わりに、撮影済み画像を多重合成していないライブ画像を表示するように制御
することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、多重露出撮影において、構図調整に好適な多重ライブビュー表示を行
っていても、拡大ボタンが操作された場合にスルー画像を視認できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】デジタルカメラ１００の構成ブロック図である。
【図２】デジタルカメラ１００の外観図である。
【図３】多重露出撮影に関する事前設定のメニュー画面の表示例である。
【図４】多重ライブビュー表示の表示例を説明する図である。
【図５】表示種別１～３での等倍での表示例である。
【図６】表示種別１～３の５倍拡大時の表示例である。
【図７】多重露出撮影モード処理１のフローチャートである。
【図８】拡大モード変更処理１のフローチャートである。
【図９】多重露出撮影モード処理２のフローチャートである。
【図１０】拡大モード変更処理２のフローチャートである。
【図１１】拡大モード変更処理３のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明の好ましい実施の形態を、添付の図面に基づいて詳細に説明する。
【００１１】
　［実施形態１］
　＜構成ブロック図＞
　図１に、本発明を適用可能な撮像装置の一実施の形態としてのデジタルカメラ１００の
構成を示すブロック図を示す。
【００１２】
　図１において、撮影レンズ１０１は、ズームレンズやフォーカスレンズなどからなる脱
着可能な交換レンズである。
【００１３】
　ＡＦ（オートフォーカス）駆動回路１０２は、例えばＤＣモータやステッピングモータ
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を含み、マイクロコンピュータ１２３の制御によって撮影レンズ１０１に含まれるフォー
カスレンズの位置を変化させることによりピントを合わせる。
【００１４】
　絞り駆動回路１０４は、撮像素子１１２に到達する光量を調整する絞り１０３を駆動す
る。駆動されるべき量はマイクロコンピュータ１２３によって算出され、光学的な絞り値
を変化させる。
【００１５】
　主ミラー１０５は撮影レンズ１０１から入射した光束をファインダ側と撮像素子１１２
側とに切替えるためのミラーである。主ミラー１０５は通常時はファインダ部へと光束を
導くよう反射させるように配されているが、撮影が行われる場合やライブビュー表示の場
合には、撮像素子１１２へと光束を導くように上方に跳ね上がり光束中から待避する（ミ
ラーアップ）。また主ミラー１０５はその中央部が光の一部を透過できるようにハーフミ
ラーとなっており、光束の一部を、焦点検出を行うためのセンサに入射するように透過さ
せる。
【００１６】
　サブミラー１０６は主ミラー１０５から透過してきた光束を反射させ焦点検出を行うた
めのセンサ（焦点検出回路１０９内に配置されている）に導くためのミラーである。
【００１７】
　ミラー駆動回路１０７は、マイクロコンピュータ１２３の制御によって主ミラー１０５
を駆動する。
【００１８】
　ペンタプリズム１０８はファインダを構成する。ファインダは他にピント板、アイピー
スレンズ（不図示）などによって構成される。
【００１９】
　焦点検出回路１０９は焦点検出を行うためのブロックである。主ミラー１０５の中央部
を透過し、サブミラー１０６で反射された光束は、焦点検出回路１０９の内部に配置され
た光電変換を行うためのセンサに至る。フォーカス演算に用いるデフォーカス量は、セン
サの出力を演算することによって求められる。マイクロコンピュータ１２３は演算結果を
評価してＡＦ駆動回路１０２に指示し、フォーカスレンズを駆動させる。
【００２０】
　シャッタ駆動回路１１１は、フォーカルプレーンシャッタ１１０を駆動する。シャッタ
の開口時間はマイクロコンピュータ１２３によって、制御される。
【００２１】
　撮像素子１１２には、ＣＣＤやＣＭＯＳセンサなどが用いられ、撮影レンズ１０１によ
って結像された被写体像を電気信号に変換する。
【００２２】
　ＡＤ変換器１１５は撮像素子１１２から出力されたアナログ出力信号をデジタル信号に
変換する。
【００２３】
　映像信号処理回路１１６は、ゲートアレイなどのロジックデバイスにより実現され、各
種映像信号処理を行う。
【００２４】
　表示駆動回路１１７は表示部材１１８に表示を行わせる駆動回路である。
【００２５】
　表示部材１１８は、ＴＦＴ液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイなどのディスプレ
イであり、本実施の形態ではデジタルカメラ１００の背面モニタである。
【００２６】
　メモリコントローラ１１９は、映像信号処理回路１１６から入力された未処理のデジタ
ル画像データをバッファメモリ１２２に格納し、処理済みのデジタル画像データを記録媒
体１２０に格納する。また、逆にバッファメモリ１２２や記録媒体１２０から画像データ
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を映像信号処理回路１１６に出力する。さらに、メモリコントローラ１１９は、コンピュ
ータ等と接続可能な外部インターフェース１２１を介して記録媒体１２０に記憶されてい
る画像を出力可能である。
【００２７】
　記録媒体１２０はメモリーカードなどの着脱可能な記録媒体である。なお、デジタルカ
メラの内臓記録媒体としてもよいし、複数の記録媒体があってもよい。
【００２８】
　外部インターフェースは１２１は、有線、あるいは無線通信によりコンピュータ等の外
部機器と接続するためのインターフェイスである。
【００２９】
　バッファメモリ１２２は、画像データを一時的に保持するためのメモリであり、多重露
出撮影の途中で使用する各種画像もここに格納される。
【００３０】
　映像信号処理回路１１６は、デジタル化された画像信号に、フィルター処理、色変換処
理、ガンマ処理を行い、現像データを作成すると共に、ＪＰＥＧなどの圧縮処理を行い、
メモリコントローラ１１９に出力する。
【００３１】
　映像信号処理回路１１６は、バッファメモリ１２２上の２つ以上の現像データの加算や
、現像データから階調を高ビット化した高精度データの生成や、またその両方の処理を同
時に実施し、結果をバッファメモリ１２２に書き戻すことが可能である。さらに、映像信
号処理回路１１６は、撮像素子１１２からの映像信号や、メモリコントローラ１１９から
逆に入力される画像信号を、表示駆動回路１１７を通して表示部材１１８に出力すること
も可能である。これらの機能切り替えはマイクロコンピュータ１２３の指示により行われ
る。映像信号処理回路１１６は、必要に応じて撮像素子１１２の信号の露出情報やホワイ
トバランスなどの情報をマイクロコンピュータ１２３に出力することが可能である。それ
らの情報を基にマイクロコンピュータ１２３はホワイトバランスやゲイン調整の指示を行
う。連続撮影（連写）動作の場合においては、一旦、未処理画像のままバッファメモリ１
２２に撮影データを格納し、メモリコントローラ１１９を通して未処理の画像データを読
み出し、映像信号処理回路１１６にて画像処理や圧縮処理を行い、連続撮影を行う。連続
撮影枚数は、バッファメモリ１２２の容量に左右される。
【００３２】
　マイクロコンピュータ１２３はデジタルカメラ１００の全体を制御する主制御部であり
、システムメモリ１３２をワークメモリとして、不揮発性メモリ１３０に記録された各種
プログラムを実行する。
【００３３】
　操作検出部１２４は、操作部材が操作されたことを検出し、操作部材が操作されるとマ
イクロコンピュータ１２３にその状態を伝える。マイクロコンピュータ１２３はその操作
部材の変化に応じて各部をコントロールする。なお、操作検出部１２４は記録媒体１２０
を格納するスロットの蓋２８（以下、カード蓋２８）、電池蓋２９の開閉状態も検知でき
るものとする。
【００３４】
　スイッチ１（１２５）（以後ＳＷ１）は、操作部材の一つであるレリーズボタン１０の
半押し操作によってオンとなるスイッチであり、オンとなるとマイクロコンピュータ１２
３は、オートフォーカス（ＡＦ）動作や測光動作などの撮影準備処理を行う。
【００３５】
　スイッチ２（１２６）（以後ＳＷ２）は、操作部材の一つであるレリーズボタン１０の
全押し操作によってオンとなるスイッチである。ＳＷ２がオンとなるとマイクロコンピュ
ータ１２３は、撮像を行い、撮像された画像を画像ファイルとして記録媒体１２０に記録
する本撮影処理を行う。なお、ＳＷ２の操作による撮像を、スルー画像用の撮像と区別す
るために本撮影と称する。
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【００３６】
　またＳＷ１、ＳＷ２がオンし続けている間は、連続撮影動作が行われる。
【００３７】
　液晶駆動回路１２７は、マイクロコンピュータ１２３の表示内容命令に従って、文字、
画像を用いて動作状態やメッセージ等を表示する外部液晶表示部材１２８やファインダ内
液晶表示部材１２９を駆動する。また、ファインダ内液晶表示部材１２９には、不図示の
ＬＥＤなどのバックライトが配置されており、そのＬＥＤも液晶駆動回路１２７で駆動さ
れる。
【００３８】
　マイクロコンピュータ１２３は撮影前に設定されているＩＳＯ感度、画像サイズ、画質
に応じた、画像サイズの予測値データをもとに、メモリコントローラ１１９を通して、記
録媒体１２０の残容量を確認した上で撮影可能残数を演算することができる。撮影可能残
数は必要に応じて表示部材１１８、外部液晶表示部材１２８、ファインダ内液晶表示部材
１２９にも表示することができる。
【００３９】
　不揮発性メモリ１３０はＥＥＰＲＯＭやフラッシュメモリなどよりなり、カメラに電源
が入れられていない状態でも、データを保存することができる。電源部１３１は、各ブロ
ックや駆動系に必要な電源を供給する。
【００４０】
　＜外観図＞
　図２に、デジタルカメラ１００の外観図を示す。図２（ａ）はデジタルカメラ１００の
正面斜視図であり、図２（ｂ）はデジタルカメラ１００の背面斜視図である。なお、正面
斜視図においては、交換レンズである撮影レンズ１０１を取り外した状態を図示している
。
【００４１】
　図２（ａ）に図示したとおり、デジタルカメラ１００は操作部材としてのレリーズボタ
ン１０、メイン電子ダイヤル１１、ＩＳＯ設定ボタン１２、露出補正ボタン１３、撮影モ
ードダイヤル１４、絞り込みボタン１５を備える。絞り込みボタン１５は絞り１０４を設
定された絞り（Ｆ値）に絞り込ませるためのボタンであり、撮影モードにおけるライブビ
ュー表示中に押下することにより、設定された絞りでの撮像画像の明るさを確認すること
ができる。
【００４２】
　ライブビュー表示とは、主ミラー１０５を退避させた状態で、撮像素子１１２で撮像し
ている画像（スルー画像）を略リアルタイムで連続的に表示部材１１８に表示させること
で電子ビューファインダーとして機能させる表示である。ライブビュー表示では、撮像素
子１１２に結像された画像を、ＡＤ変換器１１５でデジタル信号へと変換し、映像信号処
理回路１１６で現像を行ってスルー画像を生成する。そして、スルー画像、あるいはスル
ー画像と撮影済みの画像を合成した多重合成画像を表示部材１１８に表示させる。表示さ
れた画像は逐次更新され、動画として視認される。例えばこの処理を１秒間に３０回繰り
返すことで３０ｆｐｓのライブビュー表示が可能となる。
【００４３】
　メイン電子ダイヤル１１は回転操作部材であり、撮影条件などの各種設定値を増減する
際や、各種項目を選択する際に選択している項目を変更する操作、再生モードにおいて画
像を組単位で切り替える操作等に用いられる。
【００４４】
　図２（ｂ）に図示したとおり、デジタルカメラ１００は操作部材としての情報表示ボタ
ン１６、メニューボタン１７、再生ボタン１８、消去ボタン１９、メインＳｗ２０、セッ
トボタン２１を備える。また、サブ電子ダイヤル２２、拡大ボタン２３、縮小ボタン２４
、マルチコントローラー２５を備える。メインＳｗ２０はデジタルカメラ１００の電源の
ＯＮとＯＦＦを切り替えるための操作部材である。サブ電子ダイヤル２２は回転操作部材
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であり、各種項目を選択する際に選択している項目を変更する操作、再生モードにおいて
表示している画像を切り替える画像送り操作などに用いられる。ファインダ接眼部２６は
、ユーザーがファインダを覗き込んで光学像を見る際の接眼部である。ライブビューボタ
ン２７は、ライブビュー表示を開始する指示を受け付けるボタンであり、押下することで
ライブビュー表示のＯＮとＯＦＦを切り換えられる。カード蓋２８は記録媒体１２０を格
納する格納部の蓋であり、電池蓋２９は電源部１３１としての電池を格納する格納部の蓋
である。
【００４５】
　＜多重露出撮影に関する事前設定＞
　多重露出撮影に関する事前設定項目を設定する方法について説明する。
【００４６】
　図３に、多重露出撮影に関するデジタルカメラ１００の設定を行うメニュー画面の表示
例を示す。図３（ａ）の多重露出撮影に関するメニュー画面３００は、メニューボタン１
７を押下して全体メニューを表示し、全体メニューの中から多重露出撮影に関するメニュ
ーを選択して確定すると、表示部材１１８に表示される。
【００４７】
　メニュー画面３００には、メニュー項目３０１～３０４が表示される。ユーザーはサブ
電子ダイヤル２２の操作によってメニュー項目３０１～３０４の中から任意のメニュー項
目を選択することができる。いずれかのメニュー項目を選択した状態でセットボタン２１
を押下することで、選択したメニュー項目についての設定候補一覧が表示される。そして
、表示された設定候補一覧の中から所望の設定候補をサブ電子ダイヤル２２の操作などに
より選択し、再度セットボタン２１を押下することで、選択した設定候補を設定値として
確定して設定することができる。
【００４８】
　メニュー項目３０１は多重露出撮影を行うか否かを選択するメニュー項目であり、「す
る」・「しない」の２つの設定候補のうちいずれかを選択して設定可能である。以下、本
項目の設定を多重露出撮影要否設定と称する。多重露出撮影要否設定は、システムメモリ
１３２あるいは不揮発性メモリ１３０に記録される。ユーザーの操作に応じて多重露出撮
影要否設定が「しない」から「する」に設定変更されると多重露出撮影モードとなり、次
回の撮影から多重露出撮影を開始する（モード設定）。多重露出撮影要否設定は、多重露
出撮影が予定枚数に達して終了した場合など、後述するいくつかの条件で自動的に「する
」から「しない」に変更される。多重露出撮影の途中であっても、ユーザー操作に応じて
本項目を「しない」に設定すると、その時点で多重露出撮影を終了する。その際、多重合
成画像のファイルが生成可能であればマイクロコンピュータ１２３の制御に基づいて多重
合成画像のファイルを生成する。
【００４９】
　メニュー項目３０２は１組の多重露出撮影において合成する画像の枚数を選択するメニ
ュー項目であり、２～９の設定候補のうち何れかの画像枚数を選択して設定可能である。
ベース画像が選択されていない場合、メニュー項目３０２で設定した画像枚数が、多重露
出撮影予定枚数となる。ベース画像を選択した場合は、多重露出撮影予定枚数が、メニュ
ー項目３０２で設定した画像枚数から１減った値となる。多重露出撮影予定枚数はシステ
ムメモリ１３２に記録される。なお本項目は多重露出撮影にて１枚以上の画像を撮影した
後、多重露出撮影が完了していない状態（以下、多重露出撮影中状態と称する。後述の多
重露出撮影中フラグ＝１である状態である）では、選択して変更することができない。
【００５０】
　メニュー項目３０３は多重露出撮影における自動露出調整機能の実行要否を選択するメ
ニュー項目であり、「する」・「しない」の２つの設定候補のうちいずれかを選択して設
定可能である。本項目は多重露出撮影中状態では、選択して変更することができない。
【００５１】
　メニュー項目３０４は多重露出撮影におけるベース画像を選択するメニュー項目であり
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、記録媒体１２０に記録されている画像（多重露出撮影モードに設定する前に記録されて
いた画像）から１つの画像を選択してベース画像に設定することが可能である。本項目は
多重露出撮影要否設定が「する」に設定されており、かつ、多重露出撮影中状態ではない
状態でのみ設定可能である。すなわち、多重露出撮影要否設定を「する」に設定してから
１枚目の撮影をする前にのみ、メニュー項目３０４でのベース画像設定が可能である。ベ
ース画像を設定すると、図３（ｂ）のような画面表示となる。画像３０６は記録媒体に記
録された画像のうちベース画像として設定された画像である。ベース画像は、多重露出撮
影モードで１枚以上の撮影が行われるか、ライブビュー表示を開始した際に、映像信号処
理回路１１６によって、記録媒体１２０から読みだされ、バッファメモリ１２２上に現像
データとして変換された形で配置される。ベース画像を選択すると、撮影条件としての画
像サイズの設定値（以降の多重露出撮影で撮影される画像の画像サイズ）が、ベース画像
の画像サイズと同じ値に設定される。このようにベース画像を選択すると、過去に撮影し
た画像を１枚目の画像として、多重露出撮影を行うことができる。本実施の形態では、ベ
ース画像として選択可能な画像は画像サイズを合わせる必要性のため、過去に本デジタル
カメラ１００で撮影された画像のみとする。なお、デジタルカメラ１００で撮影条件とし
て設定可能な画像サイズを有する画像であれば、デジタルカメラ１００で撮影された画像
以外の画像をベース画像に設定できるものとしてもよい。また、デジタルカメラ１００で
撮影条件として設定可能な画像サイズと異なる画像の場合は、映像信号処理回路１１６で
リサイズしてベース画像に設定できるものとしてもよい。ベース画像の設定は多重露出撮
影が終了すると解除され、ベース画像が選択されていない状態になる。画像選択解除ボタ
ン３０５は選択したベース画像をキャンセルするためのボタンアイコンであり、選択決定
するとベース画像が選択されていない状態になる。
【００５２】
　＜処理に用いるデータ＞
　次に、多重露出撮影の処理において用いるデータについて説明する。多重露出撮影の処
理を実行するにあたっては、以下の変数を用いる。
・多重露出撮影要否設定：「する」あるいは「しない」のいずれかが設定可能であり、不
揮発性メモリ１３０あるいはシステムメモリ１３２に設定値が記録される。「する」の状
態が多重露出撮影モードであることを示す。
・多重露出撮影予定枚数：１つの多重画像を生成するために行う多重露出撮影（以下、１
組の多重露出撮影と称する）の回数を示す値であり、システムメモリ１３２に記録される
。ベース画像を無しに設定している場合は多重露出撮影予定枚数は図３のメニュー項目３
０２での設定枚数である。ベース画像を有りに設定している場合は多重露出撮影予定枚数
は図３のメニュー項目３０２での設定枚数マイナス１である。
・多重露出撮影完了枚数：１組の多重露出撮影において現在までに撮影が実行された枚数
を示す値であり、システムメモリ１３２に記録される。多重露出撮影完了枚数＝多重露出
撮影予定枚数となると、１組の多重露出撮影が終了したこととなり、多重露出撮影処理を
完了する。
・拡大モードフラグ：ライブビュー表示で拡大を行う拡大モードであるか否かの状態を管
理する変数であり、システムメモリ１３２に記録される。拡大ボタン２３の押下に応じて
、拡大モード＝等倍（画像の全体を全画面表示）、拡大モード＝５倍、拡大モード＝１０
倍が順次切り替わる。
・表示種別Ｇｓ：複数の情報表示の種別のうち、選択されている種別を示す変数。本実施
形態では表示種別は１～３の３種類あり、Ｇｓはこのうち選択されている表示種別のＮｏ
となる。
【００５３】
　また、多重露出撮影中状態では、１組の多重露出撮影において現在までに撮影された各
元画像の記録媒体１２０上での格納場所を示す情報を、書き込み済みファイル情報として
システムメモリ１３２に記録する。画像を記録する記録媒体が複数ある場合には、格納先
の記録媒体を特定する情報も記録される。
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【００５４】
　＜多重露出撮影モード中のライブビュー表示＞
　上述の多重露出撮影要否設定を「する」にして多重露出撮影モードとした際のライブビ
ュー表示の表示例を説明する。多重露出撮影モードでは、スルー画像と、ベース画像（設
定されている場合）及び多重露出撮影モードを開始してからその時点までに撮影済みの画
像とを多重合成して、ライブビュー表示として表示できる。
【００５５】
　図４（ａ）に、ベース画像（設定されている場合）及び多重露出撮影モードを開始して
からその時点までに撮影済みの画像が多重合成された画像（以下、合成用の画像データと
称する）の例を示す。この画像は撮影済みの画像を多重合成したものなので、静止画であ
る。図４（ｂ）にスルー画像の例を示す。スルー画像は撮像素子１１２によって逐次撮影
されている画像なので、動画として視認される。図４（ｃ）に、表示部材１１８における
多重表示でのライブビュー表示の表示例を示す。画像４０１は、図４（ａ）に示した合成
用の画像データと、図４（ｂ）に示したスルー画像とを多重合成した画像である。スルー
画像の部分は逐次更新され、動画として視認される。このように、合成用画像データとス
ルー画像とを多重合成して表示したものを多重ライブビュー表示と称する。ダイアログ４
０２内の左側には多重露出撮影モードであることを示すアイコンを表示する。ダイアログ
４０２内の右側には多重露出撮影完了枚数までの残り枚数（多重露出撮影予定枚数－多重
露出撮影完了枚数）を表示する。残り枚数は、図の例では残り２枚であることを示してい
る。ＡＦ枠４０３は、ＡＦによってピントを合わせるフォーカス調整領域を示した枠であ
る。コントラストＡＦでは、ＡＦ枠４０３内からコントラストの評価値が取得され、これ
を元にコントラストＡＦが行われる。ユーザーは図４（ｃ）に例示したような多重ライブ
ビュー表示を見ることで、撮影済みの合成用画像データに対して被写体（スルー画像）が
どの位置に多重合成されるかを確認し、構図を調整して撮影することができる。なお、多
重ライブビュー表示のための多重合成処理は、マイクロコンピュータ１２３の制御に基づ
いて映像信号処理回路１１６が行う。
【００５６】
　また、多重露出撮影モードでライブビュー表示を行っている際に、複数の情報表示の表
示種別のうちいずれかの表示種別で情報表示が行える。図５に、３種類の表示種別のそれ
ぞれにおける表示例を示す。
【００５７】
　図５（ａ）に、表示種別１での表示例を示す。図５（ａ）は、等倍の際に表示種別１で
表示した際の表示例である。なお、等倍とは、画像の全体を表示部材１１８の表示領域に
収まる最大のサイズで表示する表示倍率であるものとする。表示種別１では、多重露出撮
影モードであっても図４で説明したような多重表示は行われず、画像としてはスルー画像
のみを表示する。スルー画像上にＡＦ枠、及びデジタルカメラ１００の現在の設定値とし
てのシャッター速度、絞り値、露出補正値、記録媒体１２０への残り撮影可能枚数を表示
する。
【００５８】
　図５（ｂ）に、表示種別２での表示例を示す。図５（ｂ）は、拡大倍率を等倍とした際
の表示種別２での表示例である。表示種別２も、表示種別１と同様に、多重露出撮影モー
ドであっても画像としてはスルー画像のみを表示する。また、表示種別１での情報表示に
加え、デジタルカメラ１００の現在の設定値としての撮影モードやＡＦ方式、撮影画像の
サイズを表示する。
【００５９】
　図５（ｃ）に、表示種別３での表示例を示す。図５（ｃ）は、拡大倍率を等倍とした際
の表示種別３での表示例であり、前述した図４（ｃ）の表示である。表示種別３では、基
本的には図示のように多重ライブビュー表示となる。ただし、後述するいくつかの条件に
より、表示種別３であっても多重ライブビュー表示を中止し、スルー画像だけの表示とな
ることがある。なお、表示種別３では、多重露出撮影用の表示種別であるため、多重ライ
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ブビュー表示の視認を妨げないように、情報表示は最低限としており、その他の情報表示
は敢えて表示していない。例えば、設定値としてのシャッター速度、絞り値、露出補正値
、記録媒体１２０への残り撮影可能枚数、ＡＦ方式、撮影画像のサイズ、輝度ヒストグラ
ム、水準器に基づく傾き情報は表示しない。
【００６０】
　表示種別設定は、情報表示ボタン１６のトグル操作によって任意に変更することができ
る。情報表示ボタン１６が押下された際に、選択していた表示種別が１であれば２に、２
であれば３に、３であれば１に変更する。
【００６１】
　また、多重露出撮影モードでライブビュー表示を行っている際に、拡大ボタン２３を押
下することで、ライブビュー表示を拡大することができる。拡大できる拡大倍率は５倍と
１０倍の２種類あり、等倍を含めて倍率は３種類ある。倍率は拡大ボタン２３の押下に応
じて順次切換え、ライブビュー表示が等倍であった際には５倍に、５倍であった際には１
０倍に、１０倍であった際には等倍に切り換える。拡大ボタン２３の押下に応じて拡大を
開始する際の初期拡大範囲は、等倍の際に表示されるＡＦ枠、もしくはユーザーに指定さ
れた位置を中心とした範囲とする。その後、ユーザーから拡大範囲を移動する操作を受付
けると拡大範囲を変更し、撮像範囲のうち任意の範囲を拡大して表示する。スルー画像を
拡大して見ることで、ユーザーは、現在のフォーカスの調整具合を詳細に確認することが
できる。
【００６２】
　図６に、拡大ボタン２３を押下して５倍に拡大した場合の各表示種別での表示部材１１
８での表示例を示す。
【００６３】
　図６（ａ）は、表示種別１で５倍拡大している際の表示例である。５倍に拡大したスル
ー画像とともに、拡大範囲ガイド６０１と、表示種別１での情報表示が表示される。５倍
に拡大したスルー画像は、拡大表示する範囲の解像度が十分大きくなるように、撮像素子
１１２のうち等倍の際とは異なる画素密度と範囲で撮像したスルー画像である（５倍用の
スルー画像と称する）。ただし、等倍の際に取得するスルー画像が、５倍に拡大しても画
質が劣化しない十分な画素数である場合は、等倍の際に取得するスルー画像と同じ画素密
度と範囲で得られるスルー画像を５倍に電子拡大したものとしても良い。画質が劣化しな
い十分な画素数としては、等倍で取得されるスルー画像を５倍に拡大した際に、表示倍率
がピクセル等倍以下となればよい。すなわち、等倍で取得されるスルー画像のうち、５倍
に拡大した際の表示範囲に含まれる画素数が、表示部材１１８の画素数以上あればよい。
拡大範囲ガイド６０１は、現在５倍拡大している旨（×５の表示）と、撮像範囲のうち、
５倍に拡大して現在表示している範囲（拡大範囲）がどこであるかを示している。その他
の情報表示は等倍の時と同様である。
【００６４】
　図６（ｂ）は、表示種別２で５倍拡大している表示例である。表示種別２での５倍拡大
では、５倍用のスルー画像とともに、拡大範囲ガイド６０１と、表示種別２での情報表示
が表示される。
【００６５】
　図６（ｃ１）では、表示種別３で５倍拡大し、多重ライブビュー表示を行っている際の
表示例である。この例では、５倍用のスルー画像と、合成用画像データの対応する範囲を
５倍に拡大した画像データとを映像信号処理回路１１６で多重合成したものを表示してい
る。同時に、拡大範囲ガイド６０１と、表示種別３での情報表示が表示される。
【００６６】
　図６（ｃ２）では、表示種別３で５倍拡大し、多重ライブビュー表示を行っていない際
の表示例である。この例では、画像としては５倍用のスルー画像のみを表示している。同
時に、拡大範囲ガイド６０１と、表示種別３での情報表示が表示される。
【００６７】
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　図６（ｃ１）のように、多重ライブビューを行ったまま拡大表示を行っても、スルー画
像は合成用画像データと重なって見えるため、フォーカスの具合をはっきりとは視認する
ことができず、フォーカスの調整を行う際には不便である。そこで実施形態１では、制御
の詳細は後述するが、表示種別３の等倍で多重ライブビュー表示を行っていた際にも、拡
大する際には多重ライブビュー表示を解除して図６（ｃ２）のようにスルー画像だけの表
示とし、フォーカスの具合を視認しやすくする。
【００６８】
　＜多重露出撮影モード処理１＞
　図７に、多重露出撮影モード処理１のフローチャートを示す。図７の処理は、不揮発性
メモリ１３０に記録されたプログラムを、システムメモリ１３２に展開してマイクロコン
ピュータ１２３が実行することで実現する。また、図７の処理の際は、逐次スルー画像を
撮像しているものとする。デジタルカメラ１００が起動して、撮影モードでライブビュー
表示を行っており、かつ、多重露出撮影要否設定が「する」に設定されて多重露出撮影モ
ードとなると、図７の処理を開始する。
【００６９】
　Ｓ７０１では、マイクロコンピュータ１２３は、表示種別Ｇｓを３（等倍で多重ライブ
ビュー表示される表示種別）に初期化する。
【００７０】
　Ｓ７０２では、マイクロコンピュータ１２３は、スルー画像に多重合成するための合成
用画像データを取得する。バッファメモリ１２２に多重露出撮影モードになってから現時
点までに得られた画像（ベース画像がある場合はベース画像を含む）を多重合成した合成
済画像データが保持されている場合はそれを合成用画像データとして取得する。バッファ
メモリ１２２に合成済画像データが保持されていない場合には、バッファメモリ１２２に
直前に撮影した画像が保持されていればそれを合成用画像データとして取得する。バッフ
ァメモリ１２２に直前に撮影した画像も保持されていない場合には、ベース画像が設定さ
れていれば記録媒体１２０からベース画像を読み出して合成用画像データとして取得する
。ベース画像も設定されていなければ、スルー画像に多重合成すべき画像がないので合成
用画像データは取得しない。
【００７１】
　Ｓ７０３では、マイクロコンピュータ１２３は、多重ライブビュー表示を行うように表
示制御する。前述した図５（ｃ）が、この際の表示例である。
【００７２】
　Ｓ７０４では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大ボタン２３が押下されたか否かを
判定する。押下されて拡大指示を受付けたと判定するとＳ７０５へ進み、そうでない場合
はＳ７０６へ進む。Ｓ７０５では、拡大指示受付けに応じて拡大モード変更処理１を行う
。拡大モード変更処理１については、図９を用いて後述する。
【００７３】
　Ｓ７０６では、マイクロコンピュータ１２３は、表示種別変更操作があったか否かを判
定する。具体的には、情報表示ボタン１６が押下されたか否かの判定である。情報表示ボ
タン１６が押下されたと判定するとＳ７０７へ進み、そうでない場合はＳ７１２に進む。
【００７４】
　Ｓ７１７では、マイクロコンピュータ１２３は、現在設定されている表示種別Ｇｓが１
であるか否かを判定する。１であると判定するとＳ７０８へ進み、そうでなければＳ７０
９へ進む。Ｓ７０８では、で表示種別Ｇｓを２に設定し、表示種別２での表示を開始する
。これにより、拡大モードが等倍であれば前述の図５（ｂ）の表示となり、拡大モードが
５倍であれば前述の図６（ｂ）の表示となる。
【００７５】
　Ｓ７０９では、マイクロコンピュータ１２３は、現在設定されている表示種別Ｇｓが２
であるか否かを判定する。２であると判定するとＳ７１０へ進み、そうでない場合（すな
わちＧｓ＝３の場合）はＳ７１１に進む。
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【００７６】
　Ｓ７１０では、マイクロコンピュータ１２３は、表示種別Ｇｓを３に設定し、表示種別
３での表示を開始する。これにより、拡大モードが等倍であれば前述の図５（ｃ）のよう
に多重ライブビュー表示となり、拡大モードが５倍であれば前述の図６（ｃ２）のように
スルー画像のみでの表示となる。
【００７７】
　Ｓ７１１では、表示種別Ｇｓを１に設定し、表示種別１での表示を開始する。これによ
り、拡大モードが等倍であれば前述の図５（ａ）の表示となり、拡大モードが５倍であれ
ば前述の図６（ａ）の表示となる。
【００７８】
　Ｓ７１２では、マイクロコンピュータ１２３は、ＳＷ２がオンになったか否か（すなわ
ち、レリーズボタン１０の全押しによる本撮影の指示があったか否か）を判定する。オン
になったと判定するとＳ７１３へ進み、そうでなければＳ７０４へ戻り処理を繰り返す。
【００７９】
　Ｓ７１３では、マイクロコンピュータ１２３は、多重露出撮影処理を行うように制御す
る。多重露出撮影処理では、まず露光の制御を行う。露光が完了すると撮像素子１１２に
蓄積された画像信号の読み出しを行い、読み出した画像信号から現像データを生成するよ
うに映像信号処理回路１１６に指示する。生成された現像データはバッファメモリ１２２
に格納される。続いてバッファメモリ１２２に格納された現像データを映像信号処理回路
１１６に圧縮させ、画像ファイルとして記録媒体１２０へ記録する。この画像ファイルは
合成されたものではなく、単体の元画像である。続いて、システムメモリ１３２に保持し
た書き込み済みファイル情報に、今回記録した画像ファイルの格納場所を示す情報を記録
する。また、システムメモリ１３２に保持している多重露出撮影完了枚数に１を加算する
。続いて、今回撮影した画像と、多重露出撮影モード処理を開始してから現在までにすで
に撮影した画像、及びベース画像が設定されている場合はベース画像とを多重合成した合
成済画像データを生成し、バッファメモリ１２２に格納する。
【００８０】
　Ｓ７１４では、マイクロコンピュータ１２３は、システムメモリ１３２に保持している
拡大モードフラグを、等倍に変更する。これにより、多重露出撮影処理が行われると拡大
が解除されることになる。
【００８１】
　Ｓ７１５では、システムメモリ１３２に保持している多重露出撮影完了枚数が、多重露
出撮影予定枚数と等しくなったか否かを判定する。等しくなった場合は多重露出撮影が目
的の枚数まで行われたことを示しており、Ｓ７１６に進んで保存して終了処理を行う。等
しくなっていない場合はＳ７１７に進む。
【００８２】
　Ｓ７１６では、マイクロコンピュータ１２３は、保存して終了処理を行う。保存して終
了処理では、マイクロコンピュータ１２３は、この時点で多重露出撮影を終了し、この時
点までに取得した画像を用いて多重合成画像を生成して、画像ファイルとして記録媒体１
２０に記録する。また、マイクロコンピュータ１２３は、多重露出撮影の初期化処理を行
う。初期化処理では、バッファメモリ１２２に記録された画像データを全て破棄する。シ
ステムメモリ１３２に記録した多重露出撮影予定枚数、多重露出撮影完了枚数をリセット
する。多重露出撮影要否設定を「しない」に変更する。システムメモリ１３２に保持して
いる多重露出撮影中フラグを０にする。システムメモリ１３２に保持している書き込み済
みファイル情報の内容をすべて消去する。
【００８３】
　Ｓ７１７では、マイクロコンピュータ１２３は、多重露出撮影モードを途中で終了する
途中終了イベントがあったか否かを判定する。途中終了イベントとは、多重露出撮影モー
ドを途中で終了させるべきイベントであり、例えば以下のようなものがある。
・ユーザの操作により多重露出撮影要否設定を「しない」にするイベント
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・ユーザによるメインＳＷ２０の操作、カード蓋２８の開き、電池蓋２９の開き。オート
パワーオフ時間の経過などの電源がＯＦＦとなるイベント
・撮影設定の条件により多重露出撮影を継続できないような状態となるイベント
【００８４】
　途中終了イベントがあった場合はＳ７１６へ進み、なかった場合はＳ７１８へ進む。
【００８５】
　Ｓ７１８では、マイクロコンピュータ１２３は、合成用画像データの更新を行う。ここ
では、Ｓ７０２の処理を再度行うことにより、合成用画像データをＳ７１３での多重露出
撮影処理を反映した最新のものに更新する。Ｓ７１８の処理を終えるとＳ７０４へ戻って
処理を繰り返す。
【００８６】
　＜拡大モード変更処理１＞
　図８に、図７のＳ７０５で前述した拡大モード変更処理１のフローチャートを示す。図
７の処理は、不揮発性メモリ１３０に記録されたプログラムを、システムメモリ１３２に
展開してマイクロコンピュータ１２３が実行することで実現する。
【００８７】
　Ｓ８０１では、マイクロコンピュータ１２３は、システムメモリ１３２に保持されてい
る拡大モードフラグを参照し、現在の拡大モードが等倍であるか否かを判定する。等倍で
あると判定するとＳ８０２に進み、そうでない場合はＳ８０３に進む。
【００８８】
　Ｓ８０２では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大モードフラグを変更して拡大モー
ド＝５倍でのライブビュー表示（５倍に拡大した表示）を開始する。ここで、拡大モード
＝５倍でのライブビュー表示では、合成用画像データとスルー画像との多重表示は行わず
、画像としては５倍用のスルー画像のみを表示するものとする。ただし、画像以外の、表
示種別Ｇｓに応じた情報表示等は表示してもよい。Ｓ８０２の処理により、拡大ボタン２
３を押下する前に表示種別Ｇｓ＝３で等倍表示していた場合には、拡大ボタン２３の押下
に応じて、多重表示していた状態から多重表示していない状態に変更されることになる。
拡大モード＝５倍とすることにより、設定されている表示種別に応じて、前述した図６（
ａ）、（ｂ）、（ｃ２）のいずれかの表示が行われる。
【００８９】
　Ｓ８０３では、マイクロコンピュータ１２３は、システムメモリ１３２に保持されてい
る拡大モードフラグを参照し、現在の拡大モードが５倍であるか否かを判定する。５倍で
あると判定するとＳ８０４に進み、そうでない場合、すなわち１０倍である場合はＳ８０
５に進む。
【００９０】
　Ｓ８０４では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大モードフラグを変更して拡大モー
ド＝１０倍でのライブビュー表示（１０倍に拡大した表示）を開始する。１０倍でのライ
ブビュー表示では１０倍用のスルー画像を用いる。１０倍用のスルー画像も、５倍用のス
ルー画像と同様に、１０倍にして拡大表示する範囲の解像度が十分大きくなるように、撮
像素子１１２のうち等倍の際とは異なる画素密度と範囲で撮像したスルー画像である。
【００９１】
　Ｓ８０５では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大モードフラグを変更して拡大モー
ド＝等倍でのライブビュー表示を開始する（すなわち拡大を解除する）。この際、表示種
別Ｇｓ＝３であった場合には、多重ライブビュー表示が再開されることとなる。拡大モー
ド＝等倍とすることにより、設定されている表示種別に応じて、前述した図５（ａ）、（
ｂ）、（ｃ）のいずれかの表示が行われる。
【００９２】
　このように、実施形態１によれば、多重露出撮影モードにおいて、スルー画像と撮影済
みの合成用画像データとを多重ライブビュー表示を行っている際に、拡大する操作がある
と多重合成を解除して拡大したスルー画像を表示する。従ってユーザーは、ライブビュー
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表示中に画像を拡大してフォーカスの調整具合を確認する際に、多重された撮影済み画像
に視認を妨げられることなく、より正確にフォーカスの調整具合を確認することができる
。
【００９３】
　［実施形態２］
　実施形態２では、多重露出撮影モードでのライブビュー表示中に、拡大有無に加えて、
フォーカス調整モードがＡＦであるかＭＦであるか、及びフォーカスを確認する必要があ
る状況であるか否かに応じて、多重表示をするか否かを切り替える例を説明する。
【００９４】
　実施形態２に係るデジタルカメラ１００の構成ブロック図、外観図、多重露出撮影に関
する事前設定、処理に用いるデータについては実施形態１と同様である。
【００９５】
　＜多重露出撮影モード処理２＞
　図９に、実施形態２に多重露出撮影モード処理２のフローチャートを示す。図９の処理
は、不揮発性メモリ１３０に記録されたプログラムを、システムメモリ１３２に展開して
マイクロコンピュータ１２３が実行することで実現する。また、図９の処理の際は、逐次
スルー画像を撮像しているものとする。デジタルカメラ１００が起動して、撮影モードで
ライブビュー表示を行っており、かつ、多重露出撮影要否設定が「する」に設定されると
、図９の処理を開始する。
【００９６】
　Ｓ９０１～Ｓ９０４の処理は、前述した図７のＳ７０１～Ｓ７０４と同様の処理なので
説明を省略する。
【００９７】
　Ｓ９０５では、マイクロコンピュータ１２３は、マイクロコンピュータ１２３は、拡大
モード変更処理２を行う。拡大モード変更処理２については、図１０を用いて後述する。
【００９８】
　Ｓ９０７～Ｓ９１１の処理は、前述した図７のＳ７０７～Ｓ７１１と同様の処理なので
説明を省略する。ただし、拡大している際にＳ９１０で表示種別Ｇｓ＝３に変更された場
合、後述するタイマーがカウント中であればスルー画像のみの表示とし、タイマーがカウ
ント中でなければ多重ライブビュー表示とする。前述したとおり、表示種別３でのスルー
画像のみの表示は５倍であれば図６（ｃ２）のような表示となり、表示種別３での多重ラ
イブビュー表示は５倍であれば図６（ｃ１）のような表示となる。
【００９９】
　Ｓ９１２では、マイクロコンピュータ１２３は、現在の表示種別Ｇｓが３であるか否か
を判定する。Ｇｓ＝３である場合とは、後述するタイマーがクリアされているかタイムア
ップしていれば（すなわちカウント中でなければ）、多重ライブビュー表示を行っている
場合である。Ｇｓ＝３である場合はＳ９１３に進み、そうでない場合はＳ９２３に進む。
【０１００】
　Ｓ９１３では、マイクロコンピュータ１２３は、現在のフォーカス調整モードが、ＡＦ
モード（オートフォーカスモード）であるかＭＦモード（マニュアルフォーカスモード）
であるかを判定する。ＡＦモードであると判定するとＳ９１４進み、ＭＦモードであると
判定するとＳ９１８に進む。なお、ＡＦモードにするかＭＦモードにするかのフォーカス
調整モード設定は、メニューボタン１７を押下して表示されるメニュー画面から、あるい
は撮影レンズ１０１に備えられたＡＦ／ＭＦ切り替えボタン（不図示）により予め設定し
ておけるものとする。
【０１０１】
　Ｓ９１４では、マイクロコンピュータ１２３は、現在のＡＦ評価値（コントラストＡＦ
であるか位相差ＡＦであるかは問わない）を取得する。続いてＳ９１５で、マイクロコン
ピュータ１２３は、Ｓ９１３で取得したＡＦ評価値が、以前に取得したＡＦ評価値と比較
して閾値以上の変化があるか否かを判定する。変化がある場合にはＳ９１６に進み、多重
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ライブビュー表示を解除し、画像として表示するのはスルー画像のみとする。ＡＦ評価値
に変化があった場合は、フォーカスの具合がユーザーが以前に認識していた具合から変化
したことを表している。そのため、フォーカスの具合をユーザが再度正確に確認できるよ
うに、スルー画像だけの表示に変更する。Ｓ９１７では、多重ライブビュー表示をやめて
スルー画像だけの表示としている期間としての所定時間（数秒程度）を計測するためのタ
イマーをクリア（初期化）して、カウントをスタートする。
【０１０２】
　Ｓ９１８では、マイクロコンピュータ１２３は、マニュアルでフォーカスを調整するマ
ニュアルフォーカス操作が行われたか否かを判定する。フォーカスを調整する操作は、撮
影レンズ１０１にあるフォーカスリング（不図示）に対する操作であるものとする。もち
ろん他の操作部材に対する操作としてもよい。フォーカスを調整する操作を受付けたと判
定すると（フォーカス操作受付け）Ｓ９１９に進み、そうでない場合はＳ９２０に進む。
Ｓ９１９では、フォーカス調整操作に従ってフォーカスレンズを駆動する。続いてＳ９１
６に進み、多重ライブビュー表示をやめ、画像として表示するのはスルー画像のみとする
。ここでスルー画像のみの表示とするのは、フォーカスの調整操作を行っている際に、ユ
ーザーにフォーカスの具合を正確に確認させ、正確にフォーカスの調整を行えるようにす
るためである。
【０１０３】
　Ｓ９２０では、マイクロコンピュータ１２３は、Ｓ９１７で多重ライブビュー表示をや
めてからの時間、あるいは後述する図１０の処理で多重ライブビュー表示をやめてからの
時間が所定時間に達してタイマーがタイムアップしたか否かを判定する。タイムアップし
たと判定するとＳ９２１に進み、タイムアップしていない場合はＳ９２３に進む。Ｓ９２
３では、スルー画像だけの表示に変更していた表示種別Ｇｓ＝３でのライブビュー表示を
、多重ライブビュー表示に変更する。すなわち多重ライブビュー表示が解除されてからタ
イマーで計測した所定時間後に多重ライブビュー表示が再開される。多重ライブビュー表
示を再開すると、Ｓ９２２で、多重ライブビュー表示を再開するまでの時間を計測してい
たタイマーをクリアする。
【０１０４】
　Ｓ９２３～Ｓ９２９の処理は、前述したＳ７１２～Ｓ７１８の処理と同様の処理なので
説明を省略する。
【０１０５】
　＜拡大モード変更処理２＞
　図１０に、図９のＳ９０５で前述した拡大モード変更処理２のフローチャートを示す。
図１０の処理は、不揮発性メモリ１３０に記録されたプログラムを、システムメモリ１３
２に展開してマイクロコンピュータ１２３が実行することで実現する。
【０１０６】
　Ｓ１００１では、マイクロコンピュータ１２３は、現在の表示種別Ｇｓが３であるか否
かを判定する。Ｇｓ＝３であると判定した場合はＳ１００３に進み、そうでない場合はＳ
１００２に進む。
【０１０７】
　Ｓ１００２では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大ボタン２３の押下に応じて、押
下前に等倍あれば５倍に、押下前に５倍であれば１０倍に、押下前に１０倍であれば等倍
に拡大モードを変更する。
【０１０８】
　Ｓ１００３では、マイクロコンピュータ１２３は、現在のフォーカス調整モードがＡＦ
モードであるかＭＦモードであるかを判定する。ＡＦモードであると判定するとＳ１００
４に進み、ＭＦモードであると判定するとＳ１００９に進む。
【０１０９】
　Ｓ１００４では、システムメモリ１３２に保持された拡大モードフラグを参照し、現在
の拡大モードが等倍であるか否かを判定する。等倍であると判定するとＳ１００５へ進み
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、そうでない場合はＳ１００６へ進む。
【０１１０】
　Ｓ１００５では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大モードフラグを変更して拡大モ
ード＝５倍でのライブビュー表示（５倍に拡大した表示）を開始する。ここでの、拡大モ
ード＝５倍でのライブビュー表示では、多重ライブビュー表示を行うものとする。これは
、ＡＦモードにおいては、ユーザーはＭＦモードほどフォーカスの具合を見て確認する必
要性が低く、拡大したのはむしろ合成される被写体の位置合わせを正確に行いたいためで
あると想定できるためである。この時の表示例は前述した図６（ｃ１）となる。
【０１１１】
　Ｓ１００６では、システムメモリ１３２に保持された拡大モードフラグを参照し、現在
の拡大モードが５倍であるか否かを判定する。５倍であると判定するとＳ１００７へ進み
、そうでない場合、すなわち拡大モードが１０倍である場合はＳ１００８へ進む。
【０１１２】
　Ｓ１００７では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大モードフラグを変更して拡大モ
ード＝１０倍でのライブビュー表示（１０倍に拡大した表示）を開始する。ここでの、拡
大モード＝１０倍でのライブビュー表示では、Ｓ１００５での５倍でのライブビュー表示
と同様の理由で、多重ライブビュー表示を行うものとする。
【０１１３】
　Ｓ１００８では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大モードフラグを変更して拡大モ
ード＝等倍でのライブビュー表示を開始する（すなわち、拡大を解除する）。ここではＧ
ｓ＝３であるので、多重ライブビュー表示である。この時の表示例は前述した図５（ｃ）
となる。
【０１１４】
　一方、フォーカス調整モードがＭＦモードである場合、Ｓ１００９で、マイクロコンピ
ュータ１２３は、システムメモリ１３２に保持されている拡大モードフラグを参照し、現
在の拡大モードが等倍であるか否かを判定する。等倍であると判定するとＳ１０１０に進
み、そうでない場合はＳ１０１２に進む。
【０１１５】
　Ｓ１０１０では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大モードフラグを変更して拡大モ
ード＝５倍でのライブビュー表示（５倍に拡大した表示）を開始する。ここでの拡大モー
ド＝５倍でのライブビュー表示では、多重ライブビュー表示は行わず、画像としては５倍
用のスルー画像のみを表示するものとする。ただし、画像以外の、表示種別Ｇｓに応じた
情報表示等は表示してもよい。多重ライブビュー表示を解除するのは、ＭＦモードが、ユ
ーザーが自分でライブビュー表示を見ながらフォーカス調整を行うモードであるため、拡
大したのはフォーカスの具合をより正確に確認したいためであると想定できるためである
。スルー画像のみの表示とすることで、合成用画像データが視認の妨げとなることなく、
正確にスルー画像のフォーカスの具合を確認させることができる。この時の表示例は前述
した図６（ｃ２）となる。
【０１１６】
　Ｓ１０１１では、多重をやめてスルー画像だけの表示としている期間としての所定時間
（数秒程度）を計測するためのタイマーをクリア（初期化）してカウントをスタートする
。
【０１１７】
　Ｓ１０１２では、マイクロコンピュータ１２３は、システムメモリ１３２に保持されて
いる拡大モードフラグを参照し、現在の拡大モードが５倍であるか否かを判定する。５倍
であると判定するとＳ１０１３に進み、そうでない場合、すなわち１０倍である場合はＳ
１０１４に進む。
【０１１８】
　Ｓ８０４では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大モードフラグを変更して拡大モー
ド＝１０倍でのライブビュー表示（１０倍に拡大した表示）を開始する。なお、Ｓ１０１
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３での１０倍のライブビュー表示でもＳ１０１０での５倍のライブビュー表示と同様の理
由で、多重ライブビュー表示は行わず、画像としては１０倍用スルー画像のみを表示する
ものとする。
【０１１９】
　Ｓ１０１４では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大モードフラグを変更して拡大モ
ード＝等倍でのライブビュー表示を開始する（すなわち拡大を解除する）。この際、表示
種別Ｇｓ＝３であるため、多重ライブビュー表示が再開されることとなる。この時の表示
例は前述した図５（ｃ）となる。
【０１２０】
　以上説明したように、実施形態２では、多重露出撮影モードでのライブビュー表示中に
拡大をした場合、フォーカス調整モードがＡＦモードである場合には多重ライブビュー表
示を解除せず、ＭＦモードである場合に多重を解除してスルー画像だけを拡大表示する。
これによって、ＡＦモードである場合には拡大した多重ライブビュー表示を見て被写体の
合成位置の確認を行うことができ、ＭＦモードである場合には拡大したスルー画像を見て
フォーカスの具合を正確に確認しながらフォーカス調整を行うことができる。
【０１２１】
　また、多重露出撮影モードにおいて、多重ライブビュー表示を行っている際にＡＦ評価
値が変化した場合、多重ライブビュー表示をやめてスルー画像だけの表示とする。これに
よって、フォーカスの具合が変化した際にどのように変化したかをスルー画像を見て正確
に確認することができる。なお、ＡＦ評価値が変化した場合の例を説明したが、撮像に関
する他の評価値でも、フォーカスの具合に影響を及ぼす評価値であれば同様の制御を行う
と好適である。
【０１２２】
　また、多重露出撮影モードにおいて、多重ライブビュー表示を行っている際にＭＦでの
フォーカス調整操作があると、多重ライブビュー表示をやめてスルー画像だけの表示とす
る。これによってスルー画像を見てフォーカスの具合を正確に確認できるため、より正確
なフォーカスの調整を行うことができる。
【０１２３】
　さらに、多重ライブビュー表示をやめてスルー画像だけの表示とした後、所定時間が経
過すると自動的に多重ライブビュー表示を再開する。そのため、フォーカスの具合を確認
した後に被写体の合成位置を確認したい際にも、多重ライブビュー表示を再開させる操作
を行う手間を省くことができる。
【０１２４】
　［実施形態３］
　実施形態３では、拡大操作によって多重ライブビュー表示を解除してスルー画像だけの
拡大表示とする際、表示種別３（多重ライブビュー表示）であると不整合が起こることを
鑑み、拡大に伴って自動的に表示種別を変更する例を説明する。
【０１２５】
　実施形態３に係るデジタルカメラ１００の構成ブロック図、外観図、多重露出撮影に関
する事前設定、処理に用いるデータについては実施形態１と同様である。また、多重露出
撮影モード処理についても実施形態１で説明した図７の処理とＳ７０５を除いて同様であ
るので説明を省略する。ただし、実施形態３では図７のＳ７０５の拡大モード変更処理１
の代わりに、以下に示す拡大モード変更処理３を行う。
【０１２６】
　＜拡大モード変更処理３＞
　図１１に、図７のＳ７０５の他の例としての拡大モード変更処理３のフローチャートを
示す。図１１の処理は、不揮発性メモリ１３０に記録されたプログラムを、システムメモ
リ１３２に展開してマイクロコンピュータ１２３が実行することで実現する。
【０１２７】
　Ｓ１１０１では、マイクロコンピュータ１２３は、システムメモリ１３２に保持されて
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いる拡大モードフラグを参照し、現在の拡大モードが等倍であるか否かを判定する。等倍
であると判定するとＳ１１０２に進み、そうでない場合はＳ１１０５に進む。
【０１２８】
　Ｓ１１０２では、マイクロコンピュータ１２３は、現在の表示種別Ｇｓが３であるか否
かを判定する。Ｇｓ＝３であると判定した場合はＳ１１０３に進み、そうでない場合はＳ
１１０４に進む。
【０１２９】
　Ｓ１１０３では、マイクロコンピュータ１２３は、表示種別Ｇｓを１に変更する。これ
により、多重ライブビュー表示を行わない表示種別になるため、以下で拡大を行った際に
スルー画像だけの拡大表示となる。また、情報表示も多重ライブビュー表示用のものでは
なく、スルー画像だけの表示に適したものとなる。これによって多重ライブビュー表示用
の表示種別であるにも関わらず多重ライブビュー表示されずにスルー画像だけが表示され
る不整合を防ぐことができる。
【０１３０】
　Ｓ１１０４では、マイクロコンピュータ１２３は、拡大モードフラグを変更して拡大モ
ード＝５倍でのライブビュー表示（５倍に拡大した表示）を開始する。ここでは、表示種
別が３以外であるため多重ライブビュー表示は行われず、スルー画像だけが拡大表示され
た表示となる（情報表示は表示される）。なお、その後ユーザーが情報表示ボタン１６を
操作して表示種別３にした場合には拡大モード５倍でも多重ライブビュー表示とすること
ができる。
【０１３１】
　Ｓ１１０５～Ｓ１１０７の処理は、前述した図８のＳ８０５～５０５と同様の処理なの
で説明を省略する。
【０１３２】
　なお、図１１の拡大モード変更処理３は、実施例２で説明した図９のＳ９０５の拡大モ
ード変更処理２の代わりに適用してもよい。また、実施例２で説明したように、フォーカ
ス調整モードがＡＦモードであるかＭＦモードであるかに応じて、ＭＦモードである場合
にのみ拡大モード変更処理３の処理を行うようにしてもよい。
【０１３３】
　以上説明した各実施形態によれば、多重露出撮影において、多重ライブビュー表示を行
っていても、フォーカスの具合を確認するための操作が行われた場合、またはフォーカス
の具合を確認した方が良い場合には自動的に多重ライブビュー表示を解除する。そしてス
ルー画像のみを表示するため、ユーザーはスルー画像を視認しやすくなり、正確にフォー
カスの具合を確認することができる。
【０１３４】
　なお、上述した実施の形態では、現像データを用いて多重合成を行う例を説明したが、
現像する前のＲＡＷ画像データを用いて多重合成を行ってもよい。また、拡大ボタン２３
で拡大する例を説明したが、それとは異なる操作部材に対する操作に応じて、常に多重ラ
イブビュー表示で拡大（電子ズーム）するようにしてもよい。このようにすれば、拡大し
てフォーカスの具合を確認したいのか、拡大して被写体の合成位置を詳細に確認したいの
かのユーザー目的に応じて適切な拡大方法を使い分けることができる。
【０１３５】
　また、マイクロコンピュータ１２３の制御は１つのハードウェアが行ってもよいし、複
数のハードウェアが処理を分担することで、装置全体の制御を行ってもよい。
【０１３６】
　さらに、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本
発明に含まれる。また、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【０１３７】
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　また、上述した実施形態においては、本発明をデジタルカメラに適用した場合を例にし
て説明したが、これはこの例に限定されず、撮像手段を有する撮像装置であれば適用可能
である。すなわち、本発明はデジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、カメラ付のパーソ
ナルコンピュータやＰＤＡ、カメラ付携帯電話端末やカメラ付の音楽プレーヤー、カメラ
付ゲーム機、カメラ付電子ブックリーダーなどに適用可能である。
【０１３８】
　（他の実施形態）
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種記憶媒体を介して
システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭ
ＰＵ等）がプログラムコードを読み出して実行する処理である。この場合、そのプログラ
ム、及び該プログラムを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる。

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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